
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016 年 7 月 10 日発行 

７月３１日 （日） 10 時30 分～ 

奥田知志牧師 

キリスト教講演会 

「幸せになる方法」 
 長年のホームレス支援、阪神淡路、東日本、そして熊本大地震の被災地支援、 

 困窮状態に置かれた人々との日常的な関わり・・・。 その中で感じてきた 

 キリストの福音の真実・・・。 

※入場無料ですが、席上献金があります 

※駐車場はありません。公共の交通機関

をご利用ください 

「福岡県美しいまちづくり建築賞」も受賞！ 

奥田
お く だ

 知
とも

志
し

 

 ～軒で出会い、軒から生まれる物語～ 

1963 年、滋賀県生まれ。関西学院大学神学部大学院修士課程卒業、西南学院大学神学
部専攻科卒業。学生時代に訪れた大阪市・釜ヶ崎（現：あいりん地区）の日雇い労働者
の現状を目の当たりにし、ボランティア活動に参加したことがきっかけで、以来、ホー
ムレス支援に関わり続けている。 

1990 年、日本バプテスト連盟東八幡キリスト教会の牧師就任。 

2000 年に NPO 法人北九州ホームレス支援機構設立時に、理事長に就任。 

また、ホームレス支援全国ネットワーク代表等も務めている。 

現在、北九州を中心に、４カ所の自立支援施設を運営する。活動開始後 24 年で 1500
人以上のホームレスを自立へと導き、自立継続率も９割以上という驚異的な実績を持つ。 

NHK「プロフェッショナル 仕事の流儀」に２度出演するなど、その活動は、マスコミ
にもしばしば取り上げられている。 

■著書 

『「助けて」と言える国へ 人と社会をつなぐ』（集英社新書） 

『もう、ひとりにさせない わが父の家にはすみか多し』（いのちのことば社） 
 

表彰式には設計を担
当された手塚建築研
究所代表の手塚由比
さんや、施行を担当さ
れた東建設の東邦夫
社長も出席されまし
た。（写真右、右下） 
 
表彰状とトロフィー
（写真下） 

軒の教会が、グッドデザイン賞に続き、 

 



 

 

 

 
 

キ
リ
ス
ト
教
エ
ッ
セ
イ

「
救
い
か
ら
の
解
放
―
―
宗
教
が
目
覚
め
る
時
」  牧

師 

奥
田
知
志 

  

現
在
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
（
教
会
）
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
版
「
宗
教
年
鑑
」

（
文
化
庁
）
に
よ
る
と
キ
リ
ス
ト
教
系
の
宗
教
団
体
数
は
九
二
七
七
。
信
者
数
は
一
九
〇
万
八
四
七
九
人
。

前
年
比
で
一
万
二
四
一
三
人
減
少
し
た
と
い
う
。 

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
限
ら
ず
宗
教
全
般
、
特
に
伝
統
的
宗
教
に
み
ら
れ
る
傾

向
だ
と
言
え
る
。
仏
教
界
に
お
い
て
も
「
寺
院
が
消
滅
す
る
」
事
態
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
。
先
日
ま
さ

に
こ
の
言
葉
を
タ
イ
ト
ル
と
し
た
本
『
寺
院
消
滅
』
（
鵜
飼
秀
徳
著
）
を
読
ん
だ
。
消
滅
自
治
体
が
話
題
に

な
っ
て
久
し
い
。
こ
の
ま
ま
だ
と
二
〇
四
〇
年
ま
で
に
八
九
六
の
自
治
体
が
消
滅
す
る
と
い
う
。
『
寺
院
消

滅
』
で
は
、
こ
の
よ
う
な
人
口
問
題
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
る
地
方
に
存
在
す
る
寺
院
が
過
疎
化
の
中
で

消
滅
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
元
外
務
省
主
任
分
析
官
で
作
家
の
佐
藤
優
が
本
書
の

解
説
で
次
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
宗
教
が
衰
退
し
て
い
る
の
は
、
死
に
対
す
る
意
識
が
変
化
し
て
い

る
か
ら
、
と
私
は
見
て
い
る
。
葬
儀
を
行
わ
ず
、
墓
を
つ
く
ら
な
い
人
が
増
え
て
い
る
の
は
、
死
に
対
す
る

意
識
の
変
化
だ
。
生
の
み
を
追
及
し
て
、
死
は
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
発
想
は
間
違
い
だ
と
思
う
」
。
人
口

減
少
、
死
の
意
識
変
化
、
い
ず
れ
も
「
寺
院
消
滅
」
の
要
因
で
あ
る
と
思
う
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
宗
教
が
自
ら
の
存
亡
の
原
因
を
そ
ん
な
「
外
的
要
因
」
に
だ
け
見
出
す
こ
と
自
体
危
険
だ
と
思
う
。

そ
う
で
は
な
く
、
寺
院
が
消
滅
し
、
キ
リ
ス
ト
教
会
が
衰
退
す
る
の
は
、
単
純
に
寺
や
教
会
が
宗
教
と
し
て

の
意
味
を
見
失
い
、
魅
力
が
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。
「
死
に
対
す
る
意
識
が
変
化
」
し

た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
が
、
で
は
宗
教
は
、
そ
れ
に
ど
う
対
応
し
た
の
か
。
そ
の
変
化
と
闘
う
な
り
、
変
化

に
対
応
す
る
教
え
を
語
っ
て
き
た
の
か
。
自
戒
を
込
め
て
問
い
た
い
。
な
ぜ
、
寺
院
は
、
教
会
は
、
衰
退
し

た
の
か
。 

日
本
の
私
立
学
校
の
六
割
は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
で
あ
る
。
福
岡
の
西
南
学
院
の
よ
う
に
「
成
長
」

し
て
い
る
学
校
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
人
口
増
加
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
主
義

学
校
に
は
、
い
わ
ゆ
る
有
名
私
立
進
学
校
が
多
い
が
、
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
と
聖
書
の
教
え
（
福
音
）
が
ど

の
よ
う
に
整
合
し
て
い
る
か
を
問
う
時
に
来
て
い
る
。
西
南
学
院
の
創
立
百
年
の
時
、
卒
業
生
の
中
村
哲
さ

ん
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
）
が
記
念
講
演
で
「
単
に
羽
振
り
の
い
い
学
校
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
釘
を
刺
さ

れ
た
が
、
時
代
に
迎
合
す
る
こ
と
で
人
気
が
出
て
も
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
失
っ
た
者
は
い
ず

れ
彷
徨
し
滅
び
る
。
ち
な
み
に
私
は
、
現
在
西
南
学
院
の
理
事
で
あ
る
。 

な
ぜ
人
々
は
教
会
に
来
な
い
の
か
。
な
ぜ
教
会
は
力
を
失
っ
た
の
か
。
旧
態
依
然
の
ス
タ
イ
ル
。
わ
か
り

に
く
い
説
教
。
教
会
の
中
で
し
か
通
用
し
な
い
言
葉
や
概
念
を
無
配
慮
に
押
し
付
け
る
傲
慢
な
態
度
。
一
方

で
、
問
題
を
抱
え
教
会
を
訪
れ
た
方
に
対
し
て
、
具
体
的
な
相
談
に
乗
る
手
段
も
力
量
も
な
い
牧
師
。
教
会

の
課
題
を
「
心
の
問
題
」
と
自
ら
限
定
し
て
（
あ
き
ら
め
て
）
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
思
い
浮
か
ぶ
。 

し
か
し
、
私
が
思
う
最
も
大
き
な
要
因
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
が
語
っ
て
き
た
「
救
い
」
そ
の
も
の
に
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
教
会
が
伝
道
し
て
き
た
「
救
済
論
」
が
傲
慢
で
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
差
別
的

で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
少
々
否
定
的
過
ぎ
る
と
お
叱
り
を
受
け
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
当
事
者
の
最
た

る
者
で
あ
る
牧
師
と
し
て
は
、
こ
れ
ぐ
ら
い
自
己
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
教
会
は
、「
信
じ
る
者
は
救
わ
れ
る
」、
あ
る
い
は
「
洗
礼
を
受
け
、
キ
リ
ス
ト
者
に
な
っ
た
人

は
救
わ
れ
る
」
と
教
え
て
き
た
。
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
救
わ
れ
て
い
る
が
、
ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
（
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
に
な
っ
て
い
な
い
人
）
は
救
わ
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
一
刻
も
早
く
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
り
な
さ
い
」

と
教
会
は
説
い
て
き
た
。
そ
う
な
る
と
、
家
族
で
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
っ
た
家
族
は
天
国
に
行
き
、
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
に
な
ら
な
か
っ
た
家
族
は
地
獄
に
行
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
酷
い
話
の
ど
こ

が
「
救
い
」
な
の
か
と
思
う
。
私
自
身
を
救
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
は
感
謝
す
る
が
、
か
と
い
っ
て
私
の
愛
す

る
家
族
を
地
獄
に
落
と
す
神
な
ど
と
い
う
も
の
は
神
で
も
な
ん
で
も
な
い
。 

教
会
に
は
「
病
床
洗
礼
」
と
い
う
伝
統
が
あ
る
。
末
期
状
態
の
家
族
に
対
し
て
病
床
で
洗
礼
を
受
け
さ
せ

る
。
そ
れ
は
「
死
ぬ
前
に
洗
礼
を
受
け
て
天
国
へ
」
と
い
う
切
迫
感
の
現
れ
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
「
こ
の

ま
ま
で
は
間
に
合
わ
な
い
。
洗
礼
を
受
け
な
い
ま
ま
召
さ
れ
た
ら
、
残
念
な
が
ら
地
獄
に
行
く
こ
と
に
な
る
。

だ
か
ら
、
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
て
い
る
の
だ
。
も
し
、
間
に
合
わ
な
い
と
「
家
族
を
救
え
な
か
っ

た
」
と
悔
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
負
い
目
を
持
つ
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
少
な
く
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
会
に

お
け
る
伝
統
的
な
「
伝
道
」
と
は
、
既
に
救
わ
れ
て
天
国
を
約
束
さ
れ
た
と
自
認
す
る
人
が
、
ま
だ
救
わ
れ

て
い
な
い
人
に
救
い
の
道
を
教
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
教
会
の
伝
道
姿
勢
に
は
、
「
無

知
蒙
昧
」
な
人
々
に
真
理
を
諭
す
と
い
う
啓
蒙
主
義
の
傲
慢
さ
が
見
え
隠
れ
す
る
。
従
来
教
会
が
語
っ
て
き

た
そ
の
よ
う
な
「
救
い
」
自
体
が
、
キ
リ
ス
ト
者
と
教
会
を
呪
縛
し
て
き
た
の
だ
と
思
う
。
こ
の
差
別
性
に

気
づ
か
ぬ
ま
ま
伝
道
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
キ
リ
ス
ト
教
は
ジ
リ
貧
に
な
っ
て
い
く
。
教
会

は
、
こ
の
「
救
い
」
か
ら
解
放
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

安
心
い
た
だ
き
た
い
。
東
八
幡
キ
リ
ス
ト
教
会
は
、
そ
の
よ
う
に
考
え
な
い
。
イ
エ
ス
は
言
う
。
「
わ
た

し
が
き
た
の
は
、
義
人
を
招
く
た
め
で
は
な
く
、
罪
人
を
招
く
た
め
で
あ
る
」
。「
天
の
父
は
、
悪
い
者
の
上

に
も
良
い
者
の
上
に
も
、
太
陽
を
の
ぼ
ら
せ
、
正
し
い
者
に
も
正
し
く
な
い
者
に
も
、
雨
を
降
ら
し
て
下
さ

る
」（
い
ず
れ
も
マ
タ
イ
福
音
書
よ
り
）
。
東
八
幡
キ
リ
ス
ト
教
会
の
告
白
す
る
神
は
、
ケ
チ
な
お
方
で
は
な

い
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
は
、
す
べ
て
の
人
の
贖
い
で
あ
り
、
救
い
で
あ
っ
た
。
教
会
が
伝
道
す

べ
き
内
容
は
、
「
す
で
に
あ
な
た
は
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
赦
さ
れ
、
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
心
く
だ
さ
い
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
洗
礼
を
受
け
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
る
意
味
は
、
「
す
で
に
愛
さ
れ
、
赦

さ
れ
た
者
と
し
て
、
誰
を
愛
し
、
赦
し
、
誰
と
共
に
生
き
て
い
く
か
と
い
う
問
い
に
い
か
に
応
え
て
生
き
る

の
か
」
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
る
こ
と
と
救
い
と
は
、
何
の
関
係
も
な

い
。 改

め
て
言
う
。
す
べ
て
の
人
は
、
既
に
救
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
安
心
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
だ
か
ら

こ
そ
、
で
は
そ
の
恵
み
を
受
け
た
者
と
し
て
、
こ
れ
に
応
え
て
ど
う
生
き
る
の
か
を
一
緒
に
考
え
た
い
と
思

う
。
東
八
幡
キ
リ
ス
ト
教
会
の
二
〇
一
六
年
度
の
教
会
標
語
は
、
「
神
様
は
、
ど
う
で
も
い
い
『
い
の
ち
』

を
お
創
り
に
な
る
ほ
ど
お
暇
で
は
あ
り
ま
せ
ん
―
―
こ
の
事
実
を
証
明
す
る
た
め
、
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

教
会
に
な
る
」
で
あ
る
。
東
八
幡
キ
リ
ス
ト
教
会
は
、
こ
れ
を
目
標
に
生
き
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
、
こ
の
事

実
を
共
に
証
明
し
、
共
に
喜
ぶ
た
め
、
多
く
の
方
に
「
軒
の
教
会
―
東
八
幡
キ
リ
ス
ト
教
会
」
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。 

牧師へのご相談 随時受付中！ 

  牧師へのご相談を受け付けています。

お困りのこと、誰にも相談できないこと、

何でもかまいません。一人で悩まずにご

相談ください。 

ともかく一緒に悩みましょう！ 

牧師には守秘義務がありますので、安心

してご相談ください。 
 

電話０９３－６５１－６６６９ 

定例集会 

・主日礼拝(一般の部） 

毎週日曜 午前 10 時 30 分より 

・子ども礼拝(小学生以下の部） 

毎週日曜 午前 9 時 30 分 

・少年少女会（中高生会） 

毎週日曜 礼拝後 

・聖書の学びとお祈りの会 

夜の部 毎週水曜 午後 7 時 30 分 

昼の部 毎月第 3 水曜  午後 1 時 

 

 

【今後の行事予定】 

 ７月３１（日） 奥田知志牧師キリスト教講演会 

 ８月１４（日） 戦争被害者追悼平和祈念礼拝 

   ２７（土） 荒生田塾読書会（16:00～高橋源一郎氏の本) 

１０月２２（土） 荒生田塾 沢知恵ピアノ弾き語りコンサート 

   ２３（日） キリスト教講演会 

１１月２３（水） 教会バザー 

１２月１８（日） クリスマス主日礼拝・祝会 

   ２４（土） クリスマス・イブ キャンドルサービス 

 １月 １（日） 元旦礼拝 

   １４（土） 荒生田塾読書会（16:00～高橋源一郎氏の本) 

   １５（日） 神の家族を覚える礼拝 

 ２月２５（土） 荒生田塾講演会（講師：高橋源一郎氏） 

※交渉中・日付も未確定 

   ２６（日） キリスト教講演会 

 ４月１６（日） イースター礼拝 

〒805－0015 北九州市八幡東区荒生田 2 丁目 1 番 40 

電話/FAX（093）651-6669  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ: 

Email：higashiyahata.ch.1955@nifty.com 

牧  師： 奥田 知志  石橋 誠一 

協働牧師： 藤田 英彦  森松 長生 齊藤弘司 

東八幡キリスト教会 

至戸畑 

東八幡キリスト教会 

七条橋 

交差点 

湖月堂 

竹下町 

交差点 

福銀 

抱樸館北九州 

 

映画「わたしの自由について～SEALDs 2015～」
上映会を行いました！ 

 
 昨年の 9 月 19 日、私たちは国会前に集結した多く

の群集。否、安全保障法案の可決を阻止したいと切実

に願う人と人の結束する姿に、熱い涙を流していた。

安保法案は力及ばず可決されてしまった。がしかし、

この国の為政者たちが間違っている時、わたし達は、

何度でも声に出して、おかしいものはおかしいと、ダ

メなものは駄目だと、叫び続けることがどんなに大事

なのかを、泣けるほど知ったのだった。 

こんなあたり前の大切な事を、ぼくたちに教えてく

れたのは、ＳＥＡＬＤｓの学生たちだった。彼ら学生

が、『わたしの自由のために』繋がり、多くの同志を作

り、この国の主権者が私たち一人ひとりであることを、

社会全体の運動として、思い出させてくれた。この全

体の活動、舞台裏が全てこの映画に詰まっていた。 

7 月１０日の参議院選を一週間後に控えた今、わた

し達はもう一度、民主主義をこの国に取り戻さなけれ

ばならない！憲法を改正し、基本的人権の条項を削除

しようとしている現政権に対して、再びＮＯを言い渡

すためのリベンジを果たすのだ！ 

 

 

 

→100 人近い 

方々が集まり 

会場は満席で 

した！ 

奥田愛基氏初の単著『変える』 

東八幡キリスト教会でも販売中です。 
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